
 

               

 

 

 

 

担 当 課 和歌山城整備企画課 

担 当 者 大城・伊津見・古川 

電    話 (073) 435－1044 

内  線 ３８３７ 

資 料 提 供 

令和４年７月１４日 

わかやま歴史館 夏の企画展示 

を開催します‼ 

会  期 令和 4 年7 月２６日（火）～9 月５日（月） 

会  場 わかやま歴史館 ２F 歴史展示室 第１展示室 

開館時間 9 時～17 時 30 分（入館は 17 時まで） 
 

入 館 料 大人１００円、小・中学生無料 
※和歌山城との共通入場券で入場可能／大人４１０円、小・中学生２００円 

※和歌山市在住の 65 歳以上の方 

障害者手帳をお持ちの方  などは無料 

お問い合わせ 和歌山城整備企画課 ℡073-435-1044(平日のみ) 

ご来館の際は、マスクの着用や検温等、新型コロナウイルス感染症対策にご協力ください。 

 

 

 本展では、紀州藩の家老を勤めた三浦為脩（1759～1789）をテーマに、江戸時代後期の安永～天明

期（1772～1789）における紀州藩政の様子と為脩の生涯について紹介します。 

 為脩は 8代藩主徳川
とくがわ

重倫
しげのり

の弟ですが、幼い時に三浦家に養子として迎えられたため、家老でありな

がら藩主の一族という当時の紀州藩では特殊な立ち位置にいた人物でした。成長した為脩は、隠居し

た前藩主の重倫に家老として仕え、江戸で将軍に拝謁する等、終生兄の側近として活動しました。 

 今回は、為脩の動向がうかがえる古文書や、「脇差 銘 但州住國光」など三浦家に伝来した刀剣を展

示します。 

「和歌御祭礼之節御名代覚」（和歌山市立博物館蔵） 

～紀州徳川家から 養子入りした家老～ 

病気の兄重倫の代理で

為脩が和歌祭に出席し

た時の記録です。 
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開館時間 ９時～１７時３０分（入館は１７時まで） 

入 館 料 大人１００円、中学生以下無料 

※天守閣との共通券(４１０円)にて入館可 

アクセス JR 和歌山駅よりバスにて「市役所前」下車すぐ 

南海 和歌山市駅より徒歩１０分 

お問い合わせ 和歌山城整備企画課 ℡０７３-４３５-１０４４(平日のみ) 
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和歌山城 
ホームページ 
はコチラ！ 

脇差 銘 但州住國光 

（個人蔵） 

 


